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神奈川県立総合教育センター長期研究員研究報告18:31～36.2020 

 

「深い学び」の実現に向けた授業改善に関する研究 

（外国語） 
－ 思考ツールを活用した書く活動を通して － 

 

梅宮 佑喜１      

グローバル化が急速に進展する社会において、外国語によるコミュニケーション能力の育成が求められて

いる。本研究では、高等学校外国語科(英語)における「書くこと」の言語活動に必要な論理的思考力を育成

するという視点のもと、生徒が情報を整理しながら、考えを形成・再構築する過程を取り入れた思考ツール

を活用して授業を行い、それが「深い学び」の視点による授業改善につながるかを検証した。 

 
はじめに 

 

平成28年12月に中央教育審議会の「幼稚園、小学校、

中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について（答申）」(以下、「答

申」という)によって、高等学校学習指導要領改訂の方

向性が示された。 

「答申」によると、「グローバル化が急速に進展する

中で、外国語によるコミュニケーション能力は、これ

までのように一部の業種や職種だけでなく、生涯にわ

たる様々な場面で必要とされることが想定され、その

能力の向上」(中央教育審議会 2016 p.193)が求めら

れている。しかし、高等学校の授業では、その育成を

意識した取組、特に「話すこと」及び「書くこと」な

どの言語活動が十分に行われていないことが課題とし

て挙げられている(中央教育審議会 2016 p.193)。 

 文部科学省が実施した平成29年度英語教育改善のた

めの英語力調査(高校３年生)の概要(以下、「英語力調

査」という)では、日本の高等学校３年生の英語力が４

技能全てにおいて達成目標を下回り、特に、「話すこと」

と「書くこと」の領域で無得点者が一定数いることが

明らかになった(文部科学省 2017 p.２)。 

 このような課題を踏まえて、平成30年３月に高等学

校学習指導要領が改訂された。改訂の基本方針の一つ

が授業改善の推進である。生徒が学習内容を人生や社

会の在り方と結び付けて深く理解し、求められる資質・

能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続ける

ことができるよう、「主体的・対話的で深い学び」の視

点による授業改善の取組が求められている。 

 

研究の目的 

 

本研究において開発した思考ツールを活用し、見方・

考え方を働かせる「深い学び」の視点による授業を行

い、英語によるコミュニケーションを図るために必要

な論理的思考力の育成に役立てる。 

 

研究の内容 

 

１ 研究の背景 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善 

生徒の資質・能力を育成するために求められている

のが、「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業

改善の取組である。「答申」によると、これら「主体的

な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の三つの視点

は、「授業改善の視点としてはそれぞれ固有の視点」(中

央教育審議会 2016 p.50)である。所属校では、「深

い学び」に関して授業像がイメージしにくいという意

見があったため、本研究はこれに焦点を当てた。 

(2) 「深い学び」の実現に向けて 

『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説総則編』

では、「深い学び」の実現のためには、「『見方・考え方』

を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理

解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を

見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造

したりすることに向かう」(文部科学省 2018b 

p.118)過程を重視した学習の充実を図ることと示され

ている。筆者は、所属校生徒の学習の様子から、自分

の考えを基に何かを創り上げることが不得意な生徒が

少なくないと感じている。この点を踏まえ、「外国語に

よるコミュニケーションにおける見方・考え方」を働

かせ、「思いや考えを基に創造することに向かう過程」

を重視した取組を行った。この際に、思考ツールに着

目して学習の充実を図ることが「深い学び」の実現に
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つながると考えた。 

(3) 育成を目指す資質・能力 

 『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説外国語

編英語編』(以下、「解説」という)には、学習指導要領

改訂の趣旨の一つとして、特に、「話すこと」と「書く

こと」による発信能力の強化が示されている。そして、

これらの言語活動において育成が求められているのが、

論理的に考える力である。高等学校卒業時に、「論理的

に詳しく話して伝える・伝え合うことができる」及び

「複数の段落から成る文章で論理的に詳しく書いて伝

えることができる」ようにするため、英語コミュニケ

ーションⅠ、Ⅱ、Ⅲの各科目で段階的な目標設定がな

されている(文部科学省 2018a pp.316-317)。本研究

では、情報や考えなどを英語で表現し、コミュニケー

ションを図るために必要な論理的思考力の育成に焦点

を当てた。 

(4) 高等学校３年生の書く力の実態 

文部科学省はＣＥＦＲ(ヨーロッパ言語共通参照枠)

のＡ２レベル(実用英語技能検定準２級程度～２級程

度以上)に達した生徒の割合を50％以上とすることを

目標としているが、高等学校３年生約６万人を対象と

した「英語力調査」では、「書くこと」において19.7％

と大きく下回った(文部科学省 2017 p.２)。このこ

とから、「書くこと」の言語活動を通して、資質・能力

を育成する取組が求められていると言える。 

(5) 所属校の現状と課題 

 所属校では、外国語科の教員がアイデアを交換しな

がら授業改善に取り組んでいる様子が見られる。しか

し、指導の実態として、「『書くこと』の言語活動をど

のように行えば良いか分からない」といった声が多く

挙がっている。生徒の実態としては、物事を筋道立て

て考えることを苦手とする様子が見られる。この現状

を踏まえて、「書くこと」の言語活動における指導と、

本校生徒の学習段階に合わせた論理的思考力の育成を

所属校の課題と捉えた。 

 

２ 本研究における「深い学び」 

(1) 本研究で育成を目指す資質・能力 

 本研究では「書くこと」の言語活動を通して、英語

によるコミュニケーションを図るために必要な論理的

思考力の育成を目指した。具体的には、英語コミュニ

ケーションⅠの「書くこと」の目標である「考えなど

を論理性に注意して文章を書いて伝えることができる」

ようにすることを通して、論理的思考力の基礎を養う

こととした。「解説」によると、「論理性に注意する」

とは「理由や根拠を明らかにするなどして，論理の一

貫性に注意すること」である(文部科学省 2018 pp. 

26–28)。これを本研究では、「読み手に伝わるように、

考えを主張→理由→具体例→結論という段落構成で書

いて伝えること」とした。 

(2) 外国語によるコミュニケーションにおける見方・

考え方 

 「解説」では、「外国語によるコミュニケーションに

おける見方・考え方」を「外国語で表現し伝え合うた

め，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他

者との関わりに着目して捉え，コミュニケーションを

行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しなが

ら考えなどを形成し，再構築すること」としている(文

部科学省 2018a p.12)。本研究では、「生徒が、授業

で読んだ冒険の物語を踏まえ、自分ならば冒険をしに

どこに行きたいか、また、それはなぜかを紹介する」

ことを、「コミュニケーションを行う目的や場面、状況」

とした。また、「他者との関わり」については、「生徒

とは異なる言語や文化、背景をもった人々」に着目し、

このような相手に伝わるように、「『書くこと』の言語

活動を通して、情報を整理しながら考えを形成し、再

構築すること」とした。 

(3) 「深い学び」の定義 

本研究における「深い学び」を「外国語によるコミ

ュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、情報

を整理しながら考えを形成し、再構築することを通し

て、英語でコミュニケーションを図るために必要な論

理的思考力を育成する学び」と定義した。 

(4) 「深い学び」の実現につながる思考ツール 

ア 本研究において開発した思考ツール 

 「深い学び」の実現につながる教材として、思考ツ

ールに着目した。田村・黒上によると、思考ツールは

「考える力」、「思考力」を高めるためのツールであり

(田村・黒上 2014 p.２)、情報を比較、分類、関連

付け等をして、整理・分析する授業を実現できるとし

ている(田村・黒上 2014 p.11)。 

本研究では大井(2008)を参考に、見方・考え方を働

かせる思考ツールを開発した(第１・２図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 ツールＡ・Ｂ 

学習段階別にＡからＥまでのツールがあり、それぞ

れ、キーワード・マッピングシート(Ａ)、整理・分類

シート(Ｂ)、論理構成シート(Ｃ)、チェックリスト・

コメントシート(Ｄ)、推敲シート(Ｅ)とした(以下、そ

れぞれ「ツールＡ」、「ツールＢ」、「ツールＣ」、「ツー

ルＤ」、「ツールＥ」とし、これら全体を指す場合には
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「本思考ツール」とした)。ツールＤは日本語で、他は

全て英語で記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

第２図 ツールＣ・Ｄ・Ｅ 

イ 見方・考え方をどう働かせるか 

 本研究は見方・考え方を働かせるために、ツールＡ

で考えを形成するための準備、ツールＢで情報の整理、

ツールＣで考えの形成、ツールＤとツールＥで考えの

再構築を行う過程を取り入れた。 

 ツールＡでは、課題(Where do you want to go for 

an adventure? Why?)についてペアやグループで話し

合い、楽しみながら考えを膨らませることにより、書

くための材料をキーワードで数多く書き出すことをね

らいとした。自由に発想することで、課題に対して主

体的に関わろうとする意欲を高められると考えた。 

 ツールＢでは、生徒がキーワードを精査し、主張、

理由、具体例の項目に分類することをねらいとした。

情報を整理することで、論理的な文章展開を心掛け、

表現するための思考力を養うことができると考えた。 

 ツールＣでは、生徒が論理の一貫性に注意し、主張

→理由→具体例→結論の展開で考えを書くことをねら

いとした。その際に、ツールＣに示された論理の展開

を示す表現(First等)を確認することで、段落構成に注

意を払うようになると考えた。また、英語が不得意な

生徒への支援として、シートの右側に書くための手が

かりとなる情報を「Write your main idea.」のように

英語で示し、「【主張】を書こう」、のように日本語を付

して記載した。生徒はこれを参考に考えを書いた。 

 ツールＤでは、生徒がツールＣで書いた英文をペア

で交換し、チェックリストを用いて、主張、理由、具

体例、結論、つながりを示す語、論理展開を示す語等

が適切に書けているか確認することをねらいとした。

また、論理的な文章を書くにはどうすれば良いかにつ

いての意見をコメントシートに書く活動をペアを替え

て２回行うこととした。客観的に文章を読み、コメン

トを交換するという、他者との対話を通して、双方の

生徒が論理性への注意を払い、その後にコメントを自

分の文章にどのように反映するかについて、自己と対

話する時間を設けることで、考えを深めることができ

ると考えた。 

 ツールＥでは、これまでの学びを総合し、文章を推

敲し、考えを書き上げることとした。 

 

３ 研究の仮説 

本思考ツールを活用して外国語によるコミュニケー

ションにおける見方・考え方を働かせる授業を行い、

生徒が英語でコミュニケーションを図るために必要な

論理的思考力を育成することは、「深い学び」の視点に

よる授業改善につながる。 

 

４ 仮説検証の手立て 

(1) 本思考ツール 

 生徒が本思考ツール活用の前後で書いた英文を比較

し、その変化を分析した(英作文の題は同一のもの)。 

(2) 事前・事後アンケート調査 

検証授業の前後でアンケート調査を実施し、生徒が

「書くこと」に関して感じていることにどのような変

化があったかを分析した。 

  

５ 検証授業 

(1) 検証授業の概要 

【実施期間】令和元年９月24日(火)～10月４日(金) 

【対象】上鶴間高等学校第１学年１クラス 

【単元名】The Impossible is Possible. 

【授業数】５時間(単元の授業数は全14時間、第１〜３

時、第９〜14時は所属校教職員が、第４〜８時は筆者

が担当した。第１表の太枠が検証授業)である。 

(2) 検証授業前のアンケート調査と英作文課題 

 生徒が「書くこと」に関してどう感じているかを調

査するため、事前アンケートを実施した。また、指導

前の生徒の書く力を把握するため、「あなたは冒険をし

にどこに行きたいですか。またその理由は何ですか」

という題で、生徒に自分の考えを英語で書かせた。 

(3) 各時間の授業内容 

第１表 各時間の学習内容 

時 学習内容 

１ ・単元の目標を確認する(自分の考えを論理性に注意して

書いて伝えることができる力を身に付けること)。 

・文と文のつながりに注意する。 

２ ・トピックセンテンスとキーワードの役割に注意する。 

３ ・主張→理由→具体例→結論の文章構成に注意する。 

４ ・ツールＡでキーワードを書き出す。 

・ツールＢでキーワードを主張、理由、具体例の各項目に 
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本単元の内容は、登場人物の冒険の物語と、高校生

に対するメッセージを読み取ることである。各時間の

開始時には本思考ツールの活用方法等を説明し、学習

の見通しを持たせ、終了時には振り返りを行った。 

 以下、各時間の活動において、生徒が留意する点を

示す。第１〜３時では、ここで学んでいる内容が第４

時以降の活動につながることに注意する。第４時では、

楽しい雰囲気づくりと、適宜、インターネットで調べ

る時間の設定(ツールＡ)、整理した内容が主張、理由、

具体例として適切かを深く思考する(ツールＢ)。第５

時では、段落(パラグラフ)の構成に注意して書き、論

理性に注意を払い読み返す(ツールＣ)。第６時では、

対話を十分に行う(ツールＤ)。第７時では、自分の考

えが言語や文化、背景の異なる読み手に伝わるかにつ

いて注意する(ツールＥ)。第８時では、発表が相手に

伝わるように音読練習を十分に行う。そして、第９〜

14時では、第４時～第８時までの学習過程を繰り返し

行う。その上で、単元の目標達成を目指すこととした。 

 

６ 検証結果 

 以下、検証結果として示した生徒の記述は、それぞ

れの思考ツールの特徴が出ているものを載せた。 

(1) 情報を整理し、考えを形成すること(ツールＡ・

Ｂ・Ｃの生徒の記述とアンケート調査結果) 

 ツールＡの記述から、この生徒はキーワードを数多

く書き出していることが見て取れた(第３図)。 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 ツールＡの記述(生徒の記述より作成) 

冒険に行きたい場所には「the space(宇宙)」、キー

ワードは「Mercury(水星)」、「weightlessness(無重力)」、

「wonderful starry sky(素晴らしい星空)」等と書か

れていた。この生徒に限らず、ほとんどの生徒がキー

ワードを書くことができた。 

ツールＢの記述から、この生徒は冒険をしに行きた

い場所(アメリカ)に関するキーワードの「world 

heritage(世界遺産)」、「Grand Canyon(グランドキャニ

オン)」を理由、具体例の項目に当てはめて、情報の整

理・分類を行っていた(第２表)。 

第２表 ツールＢの記述(生徒の記述より作成) 

 

 

 

 

 

 

 

ツールＣの記述から、この生徒はどのような展開で

文章を書けばよいかを確認しながら、主張→理由→具

体例→結論という展開で文章を書き、考えを形成して

いることが見て取れた(第３表)。 

第３表 ツールＣの記述(生徒の記述より作成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査(４件法、n＝40)において、「英語で

自分の考えを書くときに、考えを整理していますか」

の質問項目に対し、整理していると「思う」、「やや思

う」と答えた生徒が45％(事前調査)から75％(事後調

査)に増加した(第４図)。 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 英語で自分の考えを書くときに、考えを整理 

しているか 

アンケート調査(４件法、n＝40)において、「英語で

自分の考えを書くときに、パラグラフ(段落)の構成に

気を付けていますか」の質問項目に対し、気を付けて

４ 整理・分類する。 

５ ・ツールＣで論理の展開に注意しながら第一稿を書く。 

６ ・ツールＤでペアで互いの英文を読み合い、どうすれば 

 相手の英文がより論理的になるかコメントを書く。 

・ツールＥで第二稿を書く。 

７ ・前時に続き、ツールＥで第二稿を書く。 

８ ・ツールＥを基にグループで音読発表する。 

・事後アンケート調査を実施する。 

９～

14 

・第４～８時までと同様の学習過程で別課題(トピック)

に取り組む。 

[主張] I want to go to America for an adventure. 

[理由１] I want to go to World Heritage. 

[具体例１] Grand Canyon, Statue of Liberty 

[理由２] I want to go to American festival. 

[具体例２] countdown, Thanksgiving 

注)[  ]の箇所と下線部はツールに印刷されている。 

 

[主張] I want to go to the Philippines Cebu Island for 

an adventure. 

[理由数] There are two reasons. 

[理由１] First, I want to see beautiful scenery there. 

[具体例１] For example, night view spot. Cebu has nice 

view spot. 

[理由２] Second, I want to interact with whale sharks 

in Cebu. 

[具体例２] You can swim with whale sharks in Cebu. 

[結論] For these reasons, I want to go to the 

Philippines Cebu Island for an adventure. 

注)[  ]の箇所と下線部はツールに印刷されている。 

  生徒の記述は原文のままにした。 
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いると「思う」、「やや思う」と答えた生徒が27.5％(事

前調査)から62.5％(事後調査)に増加した(第５図)。 

 
第５図 英語で自分の考えを書くときに、パラグラフ

(段落)の構成に気を付けているか 

(2) 考えを再構築すること(ツールＤ・Ｅの生徒の記 

述とアンケート調査結果) 

ツールＤのチェックリストの記述から、この生徒は、

ペアが書いた英文を読み、論理性に着目して各項目に

答えていた。また、ツールＤのコメントシートの記述

から、ペアの英文を論理性に注意したものにするため

に、具体的なコメントを書いていた(第４表)。 

第４表 ツールＤチェックリスト・コメントシートの

記述(生徒の記述より作成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本思考ツール活用前の記述とツールＥの記述から、

この生徒はコメントを基にして推敲し、考えを再構築

していた(第５・６表)。第５表は、本思考ツールを活

用する前のある生徒の記述であり、短い文が二つのみ

であった。 

第５表 本思考ツール活用前の記述(生徒の記述より

作成) 

 

 

 

第６表は同じ生徒のツールＥの記述である。主張→

理由→具体例→結論という構成で、論理性に注意して

考えを書いている様子が見て取れた。 

第６表 ツールＥの記述(生徒の記述より作成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査(４件法、n=40)において、「英語で自

分の考えを書くときに、内容が相手に伝わるよう気を

付けていますか」の質問項目に対し、気を付けている

と「思う」、「やや思う」と答えた生徒が55％(事前調査)

から82.5％(事後調査)に増加した(第６図)。 

 

第６図 英語で自分の考えを書くときに、内容が相手

に伝わるよう気を付けているか 

 

７ 考察 

(1) 論理的思考力育成と「深い学び」の実現に向けて 

 検証結果から、生徒は自分の考えが相手に伝わるよ

う、考えの整理とパラグラフ(段落)の構成に注意を払

っていた。また、読み手に伝わるように自分の考えを、

主張→理由→具体例→結論という段落構成で書いてい

た。これらのことから、生徒は英語コミュニケーショ

ンⅠの「書くこと」の目標にある「考えなどを論理性

に注意して」文章を書くことができており、本思考ツ

ールを活用した授業は、英語でのコミュニケーション

に必要な論理的思考力の基礎を養うことに効果があっ

たと考えた。また、これら一連の授業は情報を整理し

ながら、考えを形成、再構築する学習過程を取り入れ

ており、見方・考え方を働かせる「深い学び」の視点

による授業改善につながったと捉えた。 

(2) 本思考ツールの有用性 

I want to go France. Because I want to learn France’s 

history. 

 

I want to (1)go to France for an adventure. There are 

two reasons.  

First, I like (2)French art and I want to visit the 

Louvre Museum. For example, (3)※I want to see Mona Lisa 

Second, I like French history (4) very much. 

Especially, I want to visit Mont Saint Michel. 

For these reasons, I want to go to France for an 

adventure. 

※下線は筆者 

・この生徒は自らの気付きで(1)goを go to、(2)France’sを Frenchに修正した。 

・ペアのコメントを受け、(3)の※の部分にあった especiallyを削除した。文章後 

半での重複を避けたとのことである。 

・(4)は強調の目的で追加を勧められたことによるものである。 

 

Checklist: 

１【主張】が書けているか。Yes  /  No 

２【主張】を支える【理由】が二つ書けているか。Yes  /  No 

３【理由】の具体例等が書けているか。Yes  /  No 

４ つながりを示す語や論理展開を示す語が書けているか。Yes  /  No 

５【結論】が書けているか。Yes  /  No 

６【主張】、【理由】、【結論】の内容が互いに関連し合い、論理的に書け

ているか。Yes  /  No 

コメントシートの記述 

・理由１と具体例のつながりが分かりにくいので、同じ場所を言うな

ら、itとかで分かりやすくした方がいいと思った。 

・理由２ I want to play with sea animals.の playって何をしたいの

かなと思いました。例えば、「一緒に泳ぎたい」とか。swimとかどう

ですか。 
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事後アンケート調査において、「授業で使用した自分

の考えを書くためのワークシート(思考ツール)は役に

立ったと思いますか」の質問項目に対し、役に立った

と「思う」、「やや思う」と答えた生徒は77.5％だった

(第７図)。本思考ツールが役に立ったと「思う」、「や

や思う」と答えた生徒の理由として、「文の設計図にな

ったから」、「頭の整理がしやすかったから」、「段階を

経てやっていくのが良いから」という記述があった。 

 
第７図 授業で使用した自分の考えを書くためのワー

クシート(思考ツール)は役に立ったと思うか 

 これらの結果から、本研究にて開発した思考ツール

は、生徒が自分の考えを論理性に注意しながら書いて

伝えることに、おおむね有用だと考える。 

 また、「思考ツールＤは論理的な文章を書くのに役に

立ったと思いますか」という質問に対して、役に立っ

たと「思う」、「やや思う」と答えた生徒の理由として、

「自分で気付けなかったところを友達に教えてもらい、

気付くことができた」、「足りていない部分を周りと協

力することで気付けた」という記述があった。一人で

はできなかったことが、他者と力を合わせることで可

能となり、ここにも思考ツールを用いた活動の有用性

を見いだすことができた。 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

本思考ツールを活用して、見方・考え方を働かせる

授業を行い、生徒が英語でコミュニケーションを図る

ために必要な論理的思考力を育成することは、「深い学

び」の視点による授業改善につながることが分かった。

また、この取組をもって、所属校の課題である「どの

ように『書くこと』を指導するか」、「どのようにすれ

ば生徒が論理的思考力を身に付けられるか」を解決す

るための手立ての一例を示すことができた。 

 

２ 課題と今後の展望 

(1) 本思考ツールをより効果的に活用するために 

ツールＤを用いた活動の中で、どのようにコメント

を書けば良いか分からない生徒がおり、これを課題と

して捉えた。要因としては、生徒の英語に関する基礎

知識が十分でなく、コメントにつながらなかったこと

が考えられる。対処としては、本思考ツールの活用と

併せ、論理的な文章に多く用いられる語彙や表現、論

理展開を示す接続詞等を扱う時間を十分に設けること

が考えられる。また、コメントを書く前に、英文で表

された互いの意図を確かめ合う活動を注意深く行うこ

とで、改善が図られる可能性がある。 

(2) 汎用的能力としての論理的思考力育成に向けて 

検証授業では、本思考ツールを活用して生徒の論理

的思考力の基礎を養った。このような学習を継続する

ことにより、最終的に本思考ツールがなくても、様々

な場面で、英語でコミュニケーションを図ることので

きる汎用的能力としての論理的思考力の育成につなが

ると考える。更には、書く活動の題材を他教科等で学

んだ内容と関連付けることで、生徒が教科間での学び

のつながりや広がりに気付き、より広い視点からこの

能力を育むことができる。 

生徒が将来この能力を発揮することができれば、社

会や世界、他者との関わりの中で事象を捉え、より円

滑に英語でコミュニケーションを図ることが可能にな

ると考える。 

 

おわりに 

 

検証授業や生徒の意見を振り返って、思考ツールは

英語を通して考えを書くことにおける大きな支援にな

り得ると感じた。これを用いて、生徒の資質・能力の

更なる向上を目指したい。最後に、本研究に御協力い

ただいた皆様に感謝申し上げる。 
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